
熱中症を予防するための「見える化」①

場内クールスポットの見える化

・現場内のクールスポットとして１Fには誰もが使用でき
る自動給水所と塩飴を常設している。

・中間階には冷房設備のあるクーリングルームを常設し、
緊急時には畳の上で横になることが可能である。
熱中症対策グッズを１つのBOXにパッケージ化して誰
もが持ち出し、使用するできるように見える化している。


